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機
雷
な
ど
大
昔
の
話
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
他
県
の
港
と
は
言
え
昭

和
47

年
に
も
国
内
で
触
雷
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
古
株

の
市
議
か
ら
は
、
自
分
が
幼
少
の
頃
は
関
門
に
小
船
で
出
る
際
は
竿
で
機
雷

を
ど
か
し
な
が
ら
進
ん
だ
こ
と
も
あ
る
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

例
に
よ
っ
て
、
内
容
に
関
す
る
責
任
は
全
て
支
部
長
に
あ
り
、
特
に
規
則

等
に
定
め
て
あ
る
も
の
以
外
は
私
の
個
人
的
見
解
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

 
下
関
戦
跡
シ
リ
ー
ズ
８
回
目
、
今
回
は
下
関
海
軍
防
備
隊
で
す
。
皆
さ
ま

既
に
ご
存
知
と
は
思
い
ま
す
が
、
場
所
に
つ
い
て
は
現
在
の
海
上
自
衛
隊
下

関
基
地
隊(

以
下
「
下
基(

し
も
き)

」
と
略)

の
と
こ
ろ
。
陸
軍
の
下
関
要
塞

と
混
同
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
海
軍
で
す
。
ま
た
、
同
じ
く
下
関
市

内
に
あ
る
小
月
基
地
に
比
べ
、
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
も
意
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
隊
友
会
下
関
支
部
に
は
下
基
勤
務
経
験
者

も
一
定
数
お
ら
れ
、
下
手
な
事
を
書
く
と
お
叱
り
を
受
け
そ
う
な
の
で
慎
重

に
。
幸
い
下
基
の
公
式
Ｈ
Ｐ
に
そ
の
沿
革
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
あ
ま
り
に
詳
し
過
ぎ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。 

た
い
し
も
通
信

 
1864

年(

元
治
元
年)

の
下
関
砲
撃
以
来
、
関
門
海
峡
の
重
要
性
か
ら
要
塞
地

帯
に
指
定
、
下
関
重
砲
兵
連
隊(

陸
軍)

が
任
に
就
い
て
い
た
が
、
日
華
事
変

以
後
は
さ
ら
に
海
峡
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
市
内
の
吉
見
に
「
下
関
海
軍
防

備
隊
」
を
設
置
し
て
の
関
門
防
備
が
命
じ
ら
れ
た
。
施
設
は
昭
和
15

年
に
着

工
、
寒
村 (

失
礼
⁉)

の
吉
見
に
昭
和
16

年
に
は
一
大
城
郭
が
出
現
、
昭
和

17

年
に
完
成
後
は
小
型
の
軍
艦
も
停
泊
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

1945

年(

昭
和
20

年)

、
米
軍
は
飢
餓
作
戦
か
ら
関
門
海
峡
へ
の
機
雷
敷
設

を
開
始
。
３
月
に
な
る
と

B29

に
よ
り
計
２
回
177

機
、
４
月
に
も
約
30

機
に

よ
る
機
雷
敷
設
が
実
施
さ
れ
た
。
２
回
目
の
機
雷
敷
設
後
、
関
門
海
峡
航
行

禁
止
が
告
示
さ
れ
、
下
関
防
備
隊
は
掃
海
を
開
始
。
兵
力
も
増
援
さ
れ
た
が

４
月
中
の
触
雷
被
害
は
艦
艇
14

隻
、
民
間
船
舶
33

隻
に
も
上
っ
た
。 

そ
の
後
、
対
馬
海
峡
／
関
門
海
峡
防
衛
の
専
任
部
隊
と
し
て
第
７
艦
隊
が

編
成
さ
れ
、
下
関
海
軍
防
備
隊
は
呉
鎮
守
府
か
ら
移
籍
、
当
初
兵
力
は
本
隊

人
員
約
600

名
の
ほ
か
、
蓋
井
島
等
５
ヵ
所
に
防
備
衛
所(

人
員
約
330

名)

を
、

角
島
・
六
連
島
に
特
設
見
張
り
所(

人
員
約
20

名)

を
置
き
、
船
艇
等
７
隻
を

保
有
。
主
対
象
は
敵
潜
水
艦
で
あ
っ
た
が
、
対
空
防
御
用
の
機
銃
68

門
を 

◆
下
基
の
沿
革
～
関
門
海
峡
防
衛
の
歴
史(

抜
粋)

 

海
軍
防
備
隊
の
土
地
建
物
の
一
部
は
既
述
の
と
お
り
掃
海
部
隊
が
使
用
、

現
在
の
下
基
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
が
、
他
の
部
分
に
は
昭
和

21

年
、
釜
山

水
産
専
門
学
校
か
ら
引
き
上
げ
た
教
員
・
学
生
受
け
入
れ
の
た
め
水
産
講
習

所
下
関
分
所
が
設
置
さ
れ
、
現
在
の
水
産
大
学
校
と
な
っ
た
。 

陸
上
に
も
装
備
し
た
。 

 

５
月
に
入
り

B29

に
よ
る
機
雷
敷
設
が
激
化
。
５
月
だ
け
で
も
９
回
約
120

機
、
６
月
に
も
９
回
約
150

機
、
７
月
以
降
は
戦
禍
に
よ
り
資
料
も
残
っ
て

い
な
い
が
、
日
本
全
体
に
14

回
の
機
雷
敷
設
が
行
わ
れ
、
そ
の
半
数
程
度

が
関
門
地
域
に
集
中
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

８
月
に
日
本
が
無
条
件
降
伏
し
た
後
も
、
米
軍
資
料
に
よ
る
と
関
門
地
区

に
は

4,329

個
も
の
機
雷
が
残
存
し
て
お
り
、
海
軍
は
終
戦
後
も
下
関
防
備
隊

跡
に
下
関
掃
海
部
を
置
き
掃
海
隊
に
よ
る
航
路
啓
開
に
努
め
11

月
の
海
軍

解
隊
後
も
掃
海
部
は
復
員
省
所
属
と
な
り
作
業
を
継
続
。

1948

年(

昭
和
23

年)

の
全
国
掃
海
部
解
体
後
も
下
関
掃
海
部
だ
け
は
作
業
終
了
の
見
通
し
が 

立
た
ず
、
同
掃
海
部
の
み
存
続
と
な
る
。 

 

米
軍
は
当
初
、
機
雷
の
電
池
寿
命
は
昭
和
23

年
頃
ま
で
で
以
後
無
力
化

す
る
と
通
告
し
て
い
た
が
、
現
実
に
は
そ
れ
以
後
も
触
雷
事
故
が
絶
え
ず
、

米
軍
は
そ
の
都
度
機
雷
の
寿
命
見
積
を
延
長
し
た
た
め
下
関
掃
海
部
は
解
散

で
き
ず
、
海
上
保
安
庁
、
海
上
自
衛
隊
と
所
属
が
変
わ
り
つ
つ
昭
和
40

年

代
ま
で
下
基
に
よ
る
関
門
の
掃
海
は
継
続
さ
れ
た
。 

◆
下
関
海
軍
防
備
隊
跡
に
つ
い
て 


